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高解像度LESによる火星ダストデビルの統計的性質
Martian dust devil statistics from high-resolution large-eddy simulations
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火星大気大循環においてダストデビルは重要な役割をもつと考えられている。そこでダストデビルの統計的性
質を調べるため、高解像度広領域のLES実験を行った (解像度 5 m, 領域サイズ 約 20 x 20 km2)。用いたモデ
ルは、理化学研究所計算科学研究機構で開発を行っている SCALE-LES (Nishizawa et al. 2015, Sato et al.
2015) である。境界層が最も発達する 14:30 および 15:00 における強い鉛直渦を抽出し、その統計的性質を
調べた。本研究では、強い鉛直孤立渦をダストデビルと定義している。ランキン渦 (Rankine 1882)
フィッティングやバーガースロット渦 (Burgers, 1948, Rott 1958) フィッティング、最大接線風速抽出の3通
りの方法で渦を抽出し、ダストデビルのサイズや強さに関する頻度分布を明らかにした。鉛直渦度は指数分布
を、サイズや循環は冪則分布をもつことを示した。 
また、グリッドリファイメント実験をおこない、これらの性質の実験解像度依存性の考察をおこなった。これ
により、結果のロバスト性を検証するとともに、ダストデビルを解像するために必要な解像度の議論を
行った。 
本研究は、地表から大気に供給されるダスト量のより正確な見積もりや、大循環モデルにおけるダストパラメ
タリゼーションの高度化に資するものである。
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